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指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］

25

100

80

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

推
移

↗

→

R3年度

27

100

92

推
移

目
標
値

1. ここ数年の研究数の推移を考慮し、各年度で実施の研究計画会議で決定されるもの。
2. 「概ね適切」とされるレベル以上でないと研究意義が問われるため。
 学識経験者や公募委員等で構成された外部評価委員会で、実施中または終了した調査研究が県民益になっているか客観的かつ公正について判断す
る、各委員が判定した結果の割合（A「適切」、B「概ね適切」、C「一部改善」、D「見直し」のうち（A＋B）の割合）
3. 参加者の8割の方の満足を得たいため。

59.0職員数（人） 59.0 59.0

設
定
理
由

成
果
指
標

1　研究数は研究の活性度の指標となる。
2　外部の委員による評価により、公正な評価が期待できる。
3　県民参加による参加者の満足度は開催した講座等の啓発効果を測る指標となる。

0

当初予算

5

 決　算　額（B） 77,470 82,294

4

うち一般財源 61,770

3
公開講座等で参加者の満足度(アンケート調査
による満足・おおむね満足)の割合

％

予
算
額

前年度繰越 0 0

件 23

2
外部評価で概ね適切以上の評価を受けた研究
の割合（A「適切」、B「概ね適切」、C「一部改
善」、D「見直し」のうち（A＋B）の割合）

％ 100

96,050 97,998

補正予算 -25,953 -11,635 

合計（A)

R2年度

25

　【ゼロカーボン】令和3年度に導入したEV（電気自動車）の活用を図る。また、購入する電力を100％再生可能エネルギー由来の電力に切替。
　【DX,学びの県づくり】サイエンスカフェなどによる県民への学びの場の提供を図る。
　【ゼロカーボン】気候変動の影響把握と対策に関する研究の実施及び県民への発信
　【学びの県づくり】「信州気候変動適応センター」の運営による適応策の推進　　　　　　　など

区分（単位：千円） R2年度 R3年度 R4年度

No 成果指標

122,003 109,633

単
位

R1年度

1 環境保全等に関する研究数

ＤＸ、ゼロカーボン、
共生社会づくり、
学びの県づくり
に資する取組

96,884

-3,259 

100

↗

→

R4年度
目標値

２　令和４年度事業内容

補正予算の
ポイント

・
主な取組
（予定）

受託研究事業等の事業費確定による減

これまでの
取組

・行政検査、一般依頼検査の実施、環境の保全及び保健衛生に関する調査研究、放射能測定調査等
　安茂里庁舎：生活環境の保全、感染症や食中毒、食品の安全性等に関する試験検査及び調査研究
　飯綱庁舎：自然環境の保全、気候変動影響及び適応策等に関する調査研究、環境学習

令和３年度
の点検結果

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

・危機管理事象などに即応する技術力の維持や測定機器の老朽化などに課
題がある。
・その時々に応じた行政課題やニーズに即した調査研究の実施が求められ
る。
・当所で実施している業務や研究について、広くわかりやすい情報発信が必
要。新型コロナウイルス感染症対応としてサイエンスカフェ等の実施が中止や
延期になった。

・国などが主催する研修等に参加するとともに、令和３年８月に策定した
「技術・技能伝承の基本方針について」に基づき技術の承継を行う。ま
た、計画的な機器の更新を進める。
・翌年度の研究課題について、早い段階から関係課の意見を聴取し、
行政の視点やニーズを反映させる取組を継続する。
・サイエンスカフェや公開講座による研究成果の県民への公表を引き続
き進める。新型コロナウイルス対応をしつつ、オンラインの積極的活用。

目指す姿

・環境保全に関する試験検査、調査研究、情報の収集・提供の推進
　1 迅速で正確な検査により行政のバックアップ
　2 行政課題を反映させた調査研究の実施
　3 県民に開かれた信頼される研究所

総合的に展開
する重点政策

1-4 生涯を通じて学べる環境の整備 3-2 世界を魅了するしあわせ観光地域づくり 4-4 生命・生活リスクの軽減

4-5 地球環境への貢献

事　業　名 環境保全研究所費
部局 環境部 課・室 環境政策課

実施期間 H7

事業番号

１　現状と課題

06 01 02 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

④インバウンド需要を取り込み観光消費額を増加 ⑦健康長寿日本一を維持

～ E-mail kankyo@pref.nagano.lg.jp



06 01 02

 実施方法 令和４年度　実施内容（予定）

消防施設保守点検業務
空調設備保守点検業務
電気保守点検業務　等

委託

2 環境保全研究所研究等事業費
44,528 37,764

当初 37,085

補正 -10,650

細事業
No.

細事業名
R2年度

最終予算
R3年度

最終予算
R4年度
予算

1 研究等事業費

R4年度
予算

7,391

千円 千円 千円

2 庁舎（安茂里、飯綱）

3 放射能等測定機器点検業務
放射能モニタリングポスト点検
ゲルマニウム半導体検出器点検委託
β線自動測定装置点検　等

委託

2

直接

千円 千円 千円

補正

細事業
No.

細事業名
R2年度

最終予算
R3年度

最終予算

1
庁舎（安茂里、飯綱）
管理経費

事業番号 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

事　業　名 環境保全研究所費 部局 環境部 課・室 環境政策課

No. 細事業を構成する主な取組  実施方法 令和４年度　実施内容（予定）

1 環境保全研究所管理費
51,522 60,234

当初 59,799

庁舎光熱水費
燃料費
施設修繕費　等

放射能調査費
大気常時監視システムリース代
検査消耗品代
調査補助金賃金　等

直接

試験研究検査用品消耗品
パソコンリース代
医薬材料費　等

直接

No. 細事業を構成する主な取組


